
わかやま
NPO・ボ
ランティ
ア大交流会を 11 月 22 日に実施しま
した。多くのご参加、ありがとうご
ざいました。
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和歌山を創る新聞「わかつく」
を読む会をしませんか
https://wnc.jp/works/wakatsuku

和歌山を創る新聞「わかつく」編集担当者が記
事について説明するする勉強会などのご希望を
承ります。わかやま NPO センターまでお気軽
にお問い合わせください。

ペ
ー
ン
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
る

団
体
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し

て
ご
紹
介
す
る
ほ
か
、
県

内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
み
な
さ
ん

に
対
し
て
「
１
時
間
で
も

大
丈
夫
な
活
動
」「
在
宅

で
も
で
き
る
活
動
」な
ど
、

多
彩
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
ご
提
案
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　

団
体
側
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
に

は
若
干
時
間
が
か
か
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、

す
ぐ
に
は
情
報
提
供
が
で

き
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
順
次
情
報
が
追
加
さ

れ
る
見
込
み
で
す
。

　

ま
た
活
動
の
ご
提
案
の

ひ
と
つ
と
し
て
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
な
ど
と
連

介
し
ま
す
と
、
寄
付
の
経

験
が
あ
る
方
は
３
人
に
1

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
寄

付
を
し
て
い
な
い
方
に
そ

の
理
由
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、
寄
付
を
し
た
い
が
情

報
が
な
い
、
信
頼
で
き
る

団
体
か
ど
う
か
わ
か
ら
な

い
、
手
続
き
が
わ
か
ら
な

い
、
と
い
う
回
答
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
「
わ
か
や
ま
し

あ
わ
せ
え
が
お
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
で
は
、
直
近
の

社
会
情
勢
な
ど
を
元
に
寄

付
先
分
野
を
設
定
。
ま
た

寄
付
を
助
成
金
と
し
て
お

届
け
す
る
際
に
は
、
わ
か

や
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
が

組
織
内
外
で
構
成
す
る
審

査
員
に
よ
る
審
査
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
不
適
切
と

判
断
し
た
団
体
に
は
資
金

寄
付
の
機
会
提
供

　

今
回
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
全
国
で
12
月
に
開
催
さ

れ
て
い
る
「
寄
付
月
間
」

に
合
わ
せ
て
開
催
す
る
も

の
で
す
。

　

寄
付
月
間
は
官
民
挙
げ

て
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
へ
の
寄
付
を
呼
び

掛
け
る
も
の
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動

の
な
か
に
は
自
然
環
境
保

護
や
子
育
て
支
援
な
ど
、

地
域
社
会
に
お
け
る
重
要

性
は
高
い
も
の
の
、
対
価

性
が
低
く
、
常
に
財
政
が

厳
し
い
と
い
う
団
体
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
で
、
市
民
の
み
な

さ
ん
の
寄
付
に
関
す
る
意

識
調
査
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
内
閣
府
が
実
施
し
た

世
論
調
査
の
結
果
を
ご
紹

様々な形で NPO・ボランティアを応援！しあわせえがおキャンペーン
　わかやま NPO センターでは今年 11 月・12 月を「わかやましあわせえがおキャンペーン」と題して、和歌山県内の NPO・ボランティア団体を様々な
形で応援するプログラムを展開しています。寄付で応援、活動で応援、学んで応援、の 3 本柱で取り組むキャンペーン、一部既に終了しているものもあ
りますが、このキャンペーンの意義などをご紹介します。

は
届
き
ま
せ
ん
。
さ
ら
に

寄
付
の
手
段
も
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
決
済
を
は
じ
め

４
種
類
を
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
工
夫
で
寄
付

の
ハ
ー
ド
ル
を
少
し
で
も

低
く
し
よ
う
と
試
み
て
い

ま
す
。

参
加
の
機
会
提
供

　

同
じ
く
内
閣
府
の
調
査

に
よ
る
と
、
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し

て
い
る
方
の
割
合
は
２
割

に
届
き
ま
せ
ん
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

妨
げ
に
な
る
理
由
と
し

て
、
時
間
が
な
い
、
情
報

が
な
い
、
一
定
の
経
費
負

担
が
か
か
る
、
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
キ
ャ
ン

携
し
、
ベ
ル
マ
ー
ク
や
使

い
捨
て
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン

ズ
の
空
き
ケ
ー
ス
な
ど
の

収
集
箱
を
和
歌
山
県
Ｎ
Ｐ

Ｏ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に

設
置
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
和
歌
山
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
わ
か
や

ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
広
場
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

活
動
を
知
る
場
の
提
供

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
活
動
を
知
り
た

い
と
い
う
方
も
少
な
く
な

い
こ
と
か
ら
、「
学
ん
で

応
援
」
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
を

11
月
22
日
に
開
催
し
、
約

25
人
の
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
場
は
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

同
士
の
連
携
に
も
つ
な
が

り
ま
す
の
で
、
今
後
も
不

定
期
な
が
ら
開
催
し
て
い

く
計
画
で
す
。

　

N
P
O
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
な
く
し
て
地
域
づ

く
り
は
困
難
な
時
代
で

す
。
引
き
続
き
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
み

な
さ
ん
の
手
で
応
援
で
き

る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
志
場
久
起
）

わ かやま

し あわせ

え がお キャンペーン

2025.11▶12

未来の和歌山のために、いま応援しよう 　「寄付月間～ Giving December ～」は寄付が社会に幸せを生み出す社会をつくるために、毎年 12

月に実施される全国的なキャンペーン。

　この期間にあわせて行う「わかやま しあわせ えがおキャンペーン」は、地域のために活動する

県内の NPO・ボランティア団体の活動内容を知っていただき、県民のみなさんからの寄付などの

支援をお届けするキャンペーン。活動資金やボランティアを必要としている団体と、寄付や参加で

応援したいという県民のみなさんをおつなぎします。

寄付で
応援

参加で
応援

学んで
応援

学んで
応援

こんな活動をおこなう団体への寄付を募ります

詳しくはこちらから ▼

①こども食堂
　こどもの居場所

③高齢者 ・障害者福祉

※上記以外の子育て支援事業を含みます

※介護保険や障害者福祉サービスなどの
　公的サービス以外の事業を対象とします

④ご希望の分野 ・団体への支援 ⑤本事業の経費

寄付で
応援

②まちづくり活動
　地域の居場所運営

イベント情報 ボランティア募集情報

NPO ・ ボランティア団体の活動に参加する

　和歌山県内の NPO・ボランティア団体が主催するイベント情報のほか、現場や自宅
でできるボランティアなどの情報をとりまとめたものを右側 QR コードからご覧いた
だけます。ご自身の興味のある活動に、ぜひご参加ください。

参加で
応援

640-8331　和歌山市美園町 5-6-12
TEL　073-424-2223　FAX　073-423-8355
E-mail　info@wnc.jp

市民の社会貢献に関する実態調査（2022 年度・内閣府）より

社会の役に立ちたいと思ったから
自己啓発や自らの成長につながると考えるため

自分や家族が関係している活動への支援
職場の取組の一環として
知人や同僚等からの勧め

自分が抱えている社会問題の解決に必要だから
社会的に評価されるため

その他

ある…17.4％　ない…82.6％
■ボランティア活動への参加理由（複数回答）

■ボランティア活動への参加経験の有無（2021 年 1月～ 12 月）

ある…35.3％　ない…64.7％■寄付の経験の有無（2021 年 1月～ 12 月）

59.1%
34.3%

25.4%
11.4%
11.4%

12.3%

6.7%
1.9%

参加する時間がない
ボランティア活動に関する十分な情報がない

参加する際の経費（交通費等）の負担
参加するための休暇が取りにくい

参加するための手続きがわかりにくい
一緒に参加する人がいない

ボランティアを受け入れる団体等に不信感がある
参加しても実際に役に立っていると思えない

参加する際の保険が不十分
その他

特に妨げとなることはない

■ボランティア活動への参加の妨げになる理由（複数回答）
45.3%

40.8%
23.1%
22.1%
21.2%

7.2%

14.5%
9.7%

12.6%
12.1%

5.3%

社会の役に立ちたいと思ったから
町内会・自治会の活動の一環として
所得税が軽減される制度があるから

自分や家族が関係している活動への支援
職場の取組の一環として

自分が抱えている社会問題の解決に必要だから
知人や同僚などからの勧め
社会的に評価されるため

その他

■寄付をした理由（複数回答）
53.8%

32.1%
16.4%

11.4%
4.8%

1.7%
18.3%

4.4%
2.6%

経済的な余裕がないこと
寄附先の団体・NPO法人等に対する不信感があり、信頼度に欠けること
寄附をしても実際に役に立っていると思えないこと

寄附を行いたいが十分な情報がないこと
寄附の手続きがわかりにくいこと

その他
特に妨げとなることはない

■ 寄附の妨げとなる要因（複数回答）
50.3%

23.5%
22.9%

18.2%
12.9%

5.1%
18.0%

何らかの形で社会や自分自
身にとってメリットがある
からボランティアに参加す
るという傾向がある

時間や経費等の負担感のほ
か、ボランティアに関する
情報不足、参加方法がわか
りづらいといった声も

社会の役に立ちたいという
理由のほか、町内会などの
活動という理由も少なくな
い

共同募金会（赤い羽根）
日本赤十字社

ふるさと納税等を通じて都道府県・市町村
町内会・自治会

NPO法人
公益社団法人（青い羽根、緑の羽根）

その他の非営利法人 （一般社団法人、一般財団法人、医療法人 等）
社会福祉法人（共同募金会を除く）

公益社団法人（青い羽根、緑の羽根を除く）、公益財団法人
どこに寄附したかわからない

政治団体、宗教法人
学校法人
その他

■寄付をした相手（複数回答）
33.2%

25.2%
21.8%
21.5%

16.0%

8.6%
7.6%

10.5%
10.3%

7.5%

15.1%

5.0%
4.6%

歴史がある赤い羽根（地域
福祉）、青い羽根（水難救
援ボランティア）、緑の羽
根（緑化推進）のほか、ふ
るさと納税が急速に普及し
ている

経済的負担感のほか、寄付
先の信頼性や効力への不安
感、情報が不足していると
いう意見も


